
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．デジタルカ
メラで

チェック ２．本で チェック ３．メモにとっ
て

チェック ４．かんさつし
て

チェック ５．てがみをか
いて

チェック

1.えやしゃしんと
ぶんしょうをむす
びつけて，だいじ
なことを

チェック ２．ぶんしょうか
らたいせつなこと
ばやかず，文を

チェック ３．しらべたいと
ころをえらんで
（かく，はかる）

チェック ４．きいたことか
ら，たいせつなこ
とを

チェック

チェック チェック

１.かみにかいて チェック

１.はがきやてが
みに

チェック ２．し（詩）に チェック ３．せつめいす
る文しょうに

チェック ４．かんさつし
たことをぶん
しょうに

チェック ５.しょうかいす
る文しょうに

チェック

６.ちらしに チェック ７．図に チェック ８．表に チェック ９．グラフに チェック

チェック ２．はじめ・な
か・おわり　に
分けた文しょう
に

チェック チェック

1．キーワードをか
いたり，見せたり
して

チェック ２．かみしばい
で

チェック ３．げきで チェック ４．ICTで大きくう
つして

チェック

１．一番つたえ
たいことがなに
かをかんがえて

チェック ２．声の大きさ，
はなすはやさ，か
おのむきに気をつ
けて

チェック チェック ４．さししめし
ながら

チェック

１．わだいにあ
わせてはなしあ
う。

チェック チェック

ア．ほうほう

イ．まとめかた

ウ．わかりやすく，つたわりやすく

C．じょうほうをつたえる
ア．ほうほう

１．じゅんじょをあらわすことば（ま
ず，はじめに，つぎに，）（ひとつめ
は，ふたつめは，みっつめは）をつ
かって

２．かかれたものをよんで，よいところ
をみつけてかんそうをいう。

３．はなすときの立つばしょ（きく人が
よく見える）を考えて

３．えや文しょう，しゃしんをくみあわ
せて

ウ．つたえあう

イ．わかりやすく

A．じょうほうをあつめる。
ア．ほうほう

イ．えらぶ

ウ．せいり

B．じょうほうをまとめる

１．たいせつなことばや文をふせんや
カード，ノートに

２．えらんだじょうほうをウェビングな
どの図に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．じょうほうをあつめる。 

ア．じょうほうをあつめるほうほうをえらぶ。 

１．デジタルカメラで 

デジタルカメラでじょうほうをあつ
めるときは？ 
・とりたいものをまん中にしてとります。 

・とったあとは，うまくとれているか見てみま

しょう。 

 

とりたいものが，まん中にく

るようにしてとろう。 

うまくとれたか，たしかめ
てみよう。 
とれてなかったら，とりな
おしをしようね。 

はなれてとる（ルーズ） ちかづいてとる（アップ） 



A．じょうほうをあつめる。 

ア．じょうほうをあつめるほうほうをえらぶ。 

２．本で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本でしらべるときは？ 
・本をよんでわかったこと，おもったことをか

いておきましょう。 
本をさがすときは？ 
・本の分るいばんごうでさがします。 

本の図を

うつして

もいい

ね。 

本の分るい 
０， 総記（そうき）       
１， 哲学（てつがく）      
２， 歴史・地理（れきし・ちり） 
３， 社会科学（しゃかいかがく） 
４， 自然科学（しぜんかがく） 
５， 技術（ぎじゅつ） 
６， 産業（さんぎょう） 
７， 芸術（げいじゅつ） 
８， 言語（げんご） 
９， 文学（ぶんがく） 

 

本をよんでわか
ったことや，おも
ったことを，ひょ
うにするとわか
りやすいよ。 

わかったことや，おもったことをノ

ートにかいておくと，あとでわかり

やすいよ。 



A．じょうほうをあつめる。 

ア．じょうほうをあつめるほうほうをえらぶ。 

３．メモにとって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモをとるコツって？ 
・だいじなことだけかきます。 
・かんたんなことばでかきます。 
・すばやくかきます。 
・やじるしやきごうをつかいます。 
 
 

かんたんにすばやく

かこう。 

とくにたいせつなと

ころは○でかこむと

わかりやすいね。 



A．じょうほうをあつめる。 

ア．じょうほうをあつめるほうほうをえらぶ。 

４．かんさつして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんさつするときは？ 
・みて（かたち，いろ，大きさ） 
・さわってみて 
・においをかいで 
・おとをきいて 

きづいたことや，
おもったことを，
えにくわしくかい
てみよう。 
 

かんさつしたもの
や，日にちをかこ
う。 

ふきだしや，やじ
るしでせつめいし
よう。 

まえのかんさつと
かわったところ
や，かんさつして
おもったことな

ど，えにかけない
ことは，文でかこ
う。 



A．じょうほうをあつめる。 

ア．じょうほうをあつめるほうほうをえらぶ。 

５．手がみ・はがきをかいて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手がみ・はがきできくときは？ 
・なにをききたいか，どうしてききたいかをかき

ます。 

・ききたいことを，しつもんするようにかきま

す。 

 

手がみ・はがきをだす人の

なまえをかこう。 

たずねる文できこう。 

 

「いつですか。」 

「どこですか。」 

「だれですか。」 

「なにをしていますか。」 

「どうして，○○なので

すか。」 

「なぜ，○○なのです

か。」 

 

じぶんのことをかこう。 

 

どうして，そのことがき

きたいのかをせつめいし

よう。 

 

さいごに日にちとじぶん

の名まえをかこう。 

名
ま
え 



A．じょうほうをあつめる。 

イ．ひつようなじょうほうをえらぶ。 

１．えやしゃしん，文しょうをむすびつけて，だいじなことから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えやしゃしんと文しょうをむすびつける？ 

・おなじところをみつける。 

・おなじところしるしをつける。 

えやしゃしんと文しょうやことばがどのようにむすび
ついているかをかんがえよう。 



A．じょうほうをあつめる。 

イ．ひつようなじょうほうをえらぶ。 

２．文しょうからたいせつなことばや，かず，文を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文しょうからじょうほうをえらぶときは？ 
・たいせつことばや，かず，文にしるしをつけた

り，せんをひいたりする。 

 

 

たいせつなところに，せんをひ

いたり，○などのしるしをつけ

たりしよう。 

わかったこと，おもったことがある

ところに，せんをひいたり，○など

のしるしをつけたりしよう。 



A．じょうほうをあつめる。 

イ．ひつようなじょうほうをえらぶ。 

３．しらべたいところをえらんで（かく，はかる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しらべたいことやしらべたいところをえらぶ？ 

・なにがしりたいかをきめる。 

えらんでかく，はかる？ 

・よくわかるところだけをえらんでかく。 

・よくしりたいところをものさしなどではかる。 

 

 

しらべたいとこ

ろをえらんで，

はかろう。 

しらべたいとこ

ろをえらんで，

ノートなどにき

ろくしよう。 



A．じょうほうをあつめる。 

イ．ひつようなじょうほうをえらぶ。 

４．きいたことから，たいせつなことを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きいたことからえらぶときは？ 
・しりたかったことやたいせつなところを

メモする。 

 

 

見学で発見した

ことを，短い言

葉や図でかいて

おこう。 

かんさつで見え

たことを短い言

葉でかこう。 

だいじなところ

に，いろをかえ

てしるしをつけ

よう。 

だいじなじゅんに，
ひょうにしてもわか
りやすいね。 



A．じょうほうをあつめる。 

ウ．じょうほうをせいりする。 

１．たいせつなことばや文をふせんやカード，ノートに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たいせつなことばや文をふせんにかいてせいりしよう。 
ふせんのいろをかえて，グループ分けをしてみよう。 

たいせつことばや文をせいりするときは？ 

・たいせつなことばをふせんにかく。 

・たいせつなことばをカードやノートにかく。 

 

たいせつな文をノー
トにかいて，いろえ
んぴつなどでかこも
う。 
とくにたいせつなと
ころにはせんをひこ
う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A．じょうほうをあつめる。 

ウ．じょうほうをせいりする。 

２．えらんだじょうほうをウェビングなどの図
ず

に 

図
ず

でせいりするときは？ 

・はなびらチャートやウェビングでせいりする。 

・テープ図
ず

でせいりする。 

・やじるしやまるでかこんでせいりする。 

 

花びらチャート 

ウェビング 

思いつくことをひろげて

いくときにつかおう。 

文しょうをせいりする

ときにつかおう。 

テープ図
ず

 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

ア．じょうほうをまとめるほうほうをえらぶ。 

１． かみにかいて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かみに，じょうほうをまとめるときは？ 

・えや図，ひょう，グラフと文しょうでまとめたり，しゃ

しんなどをはりつけたりしてわかりやすくまとめます。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

１．手がみ・はがきに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手がみ・はがきをかくときは？ 

・手がみをうけとる人に心をこめて書きます。 

出したい人のなまえをは
じめにかこう。 

さいごには，かい
た日にちと，じぶ
んの名まえをかこ
う。 

つたえたいこと
がわかるよう
に，かこう。 
はなしかけてい
るようにかくと
つたわりやすい
よ。 

名
ま
え 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

２．詩
し

に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩
し

をかくときは？ 

・詩
し

にだいめいをつけます。 

・ことばをつないでかきます。 

 

つくった詩
し

で，いちばんつ

たえたいことを，だいめい

にしてみよう。 

最後に，自分のしょぞくや名前，メ
ールアドレスをかこう。 

おもったこと，かんじた

ことばをつないでかこ

う。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

３．せつめいする文しょうに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はがきをかくときは？ 

・みじかい文しょうで，いちばんつたえたいことを中心に

かきます。 

・えやしゃしんをのせて，文しょうでせつめいすることも

あります。 

「○○からです。」 

「○○なのです。」 

とかくと，せつめ

いしていることが

よくわかります。 

せつめいする文

は，かんがえた

ことの りゆう

をいう文「○○

から」のことだ

ね。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

４．かんさつしたことを文しょうに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんさつしたことを文しょうにまとめるときは？ 

・かんさつしてきづいたことをかきます。 

・かんさつしておもったことをかきます。 

 

かんさつ（みたり，さわったり，に

おいをかいだり）してきづいたこと

を文しょうにしてかこう。

 

かんさつした日にちをかこ
う。 
かんさつしておもったこと
をかこう。 
まえのかんさつとちがうと
ころをかこう。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

５．しょうかいする文しょうに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうかいする文しょうにまとめるときは？ 

・よんだ人におすすめするようにかきます。 

しょうかいしたいことを，よん

だ人に，おすすめするようにか

こう。 

「○○してみてくださ
い。」 
「○○の▲▲なところが，
すばらしいです。」 
のように，しょうかいして
みましょう。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

６．ちらしに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちらしにまとめるときは？ 

・みてほしいところの色をかえたり，大きさをかえたり，

目立つようにわくでかこんだりしてまとめます。 

 

見てほしいところの色を

かえて，大きくかくとよ

くわかるね。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

７．図
ず

に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図
ず

にまとめるときは？ 

・つたえたいことが，あい手によくわかるように，図
ず

でま

とめます。 

いろをつけて，文字やえで図
ず

にすると

わかりやすいね。 

ち図
ず

も図
ず

の一つです。 

さんすうかのじゅぎょうでもいろいろ

な図
ず

をつかうね。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

８．表
ひょう

に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
ひょう

にまとめるときは？ 

・表
ひょう

のだいめいをかきます。 

・分けるときに，グループを決めます。 

せんをひいて，表
ひょう

でグループ

分けすると，つたえたいことが

とてもわかりやすくなるね。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

イ．じょうほうのまとめかたをえらぶ。 

９．グラフに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフにまとめると，どこがおおいか，どれくらいおおい

かということが，すぐにわかるね。 

グラフにまとめるときは？ 

・下にくらべたいものをかきます。 

・○でかずをあらわします。 

・グラフのまわりのせんはじょうぎでかきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．じょうほうをまとめる。 

ウ．わかりやすく，つたわりやすくまとめる。 

１．じゅんじょをあらわすことばをつかって 

じゅんじょをあらわすことばをつかってまとめる

には？ 

・「まず」「つぎに」「そして」「だから」をつかいます。 

・「一つ目は」「二つ目は」「三つ目は」をつかいます。  

さんすうかでかんがえたことをせつめいす

るとき，生かつかでしょくぶつのせいちょ

うをまとめるとき，国ごかでよんだ文しょ

うをまとめるときにつかえるね。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

ウ．わかりやすく，つたわりやすくまとめる。 

２．はじめ・中・おわりに分けた文しょうに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめ・中・おわりにわけた文しょうは？ 

・いろいろな文しょうが，「はじめ」「なか」「おわり」の

かたちでかかれています。 

三つのまとまりで，文しょうをかんがえる

と，よみやすい文しょうになります。 

 

はじめは，とうじょう人ぶつやばめ

んのしょうかいなどをかきます。 

中は，文しょうの中心です。 

おわりは，文しょうをまとめるとこ

ろです。 



Ｂ．じょうほうをまとめる。 

ウ．わかりやすく，つたわりやすくまとめる。 

３．えや文しょう，しゃしんをくみあわせて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えや文しょう，しゃしんをくみあわせてかくとき

は？ 

・えと文しょう，しゃしんがうまくつながるようにかきま

す。 

文字の大きさや，色を
変えたり，文字をかこ
ったりするとわかりや
すいね。 

伝えたい部分「えら」を

○でかこっているね。 

絵に吹き出しをつけてまと

めてもわかりやすいね。 

横や下に線を引いたり，

文字の色をかえたりして

もわかりやすいね。 

しゃしんやえに，○

などのしるしをつけ
たり，やじるしをつ

けたりすると，わか
りやすくなるね。 



C．じょうほうをつたえる。 

ア．じょうほうをつたえるほうほうをえらぶ。 

１．キーワードをかいたり，見せたりして  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワードやえなどをかいたり，見せたりしてつ

たえるには？ 

・はなしながら，キーワードをかいたり，かいたものを見

せたりしてつたえます。 

いちばんつたえたいこと（キーワード・え）をか
みにかいて，見せたり，はったりしながらはなし
をすると，きいている人にわかりやすくつたわり
ます。 



C．じょうほうをつたえる。 

ア．じょうほうをつたえるほうほうをえらぶ。 

２．かみしばい，ペープサートで  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かみしばい，ペープサートでつたえるには？ 

・かみしばいでは，つたえたいことをかみにかいて，めく

りながら伝えます。 

・ペープサートでは，かみにかいたものにうごきをつけて

つたえます。 

 

ペープサ
ートは，
かみにえ
をかい
て，うご
かしなが
らつたえ
られる
よ。 
 

かみしばい
は，なんまい
かのかみをめ
くりながら，
つたえます。 



C．じょうほうをつたえる。 

ア．じょうほうをつたえるほうほうをえらぶ。 

３．げきで  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

げきでつたえるには？ 

・やくわりをきめてえんじます。 

・せりふやうごきは，かんがえておいておぼえてからはっぴょ

うしましょう。 

やくをきめて，おめんなどをつくったり，小どうぐを
もったりすると，わかりやすくなるね。 



C．じょうほうをつたえる。 

ア．じょうほうをつたえるほうほうをえらぶ。 

４．ICTで大きくうつして  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うつし出してつたえるには？ 

・つたえたいところをまんなかにうつしてつたえます。 

・テレビにまえにたってはなしても，うつしているところ

ではなしてもいいですが，きいている人のほうを見ては

なしましょう。 

 

テレビにうつすとき
は，いちばんつたえ
たいことをまん中に
うつそう。 



C．じょうほうをつたえる。 

イ．きいている人にわかりやすくつたえる。 

１．いちばんつたえたいことがなにかをかんがえて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちばんつたえたいことがなにかをかんがえてつ

たえるには？ 

・なにがつたえたいことなのかを，はっぴょうするまえに

かんがえておくことがたいせつです。 

いちばんつたえたいことが，「これだ！」とわかるよう
にかんがえてつたえましょう。 



C．じょうほうをつたえる。 

イ．聞いている人にわかりやすくつたえる。 

２．こえの大きさ，はなすはやさ，かおのむきにきをつけて  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こえの大きさ，はなすはやさ，かおのむきにきを

つけてつたえるには？ 

・きいている人，ぜんいんにきこえるこえの大きさで，ゆ

っくり，きいている人のかおを見ながらはなします。 

きいている人のほうを見ながら，はなしをすると，き
いている人もききやすく，はなしていることがわかり
やすいね。 



C．じょうほうをつたえる。 

イ．きいている人にわかりやすくつたえる。 

３．はなすときのばしょにきをつけて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はなすときのばしょにきをつけてつたえるには？ 

・じぶんや，見せているものがきいている人からよくわか

るばしょに立ちます。 

きいている人ぜんいんがよく見えるところに立ってはな
しをすると，つたわりやすいね。 



C．じょうほうをつたえる。 

イ．きいている人にわかりやすくつたえる。 

４．さししめしながら  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さししめしながらつたえるには？ 

・はなしをしているところをさししめしながらつたえま

す。 

はなしをす

るときに，

さししめす
と，きいて
いる人はど
こを見たら
よいかがわ

かりやすく
なるよ。 



C．じょうほうをつたえる。 

ウ．きいたことやかかれたものを見て，つたえ合う。 

１．わだいにあわせてはなしあう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わだいにあわせてはなしあうには？ 

・しかいをきめます。 

・はなしをしたい人は，手をあげてはっぴょうします。 

・なにについてはなしあっているかを，いつもかんがえて

おきます。 

 

しかいの人が，すすめていくようにしよう。 
わだいから，ずれないようにきをつけよう。 



C．じょうほうをつたえる。 

ウ．きいたことやかかれたものを見て，つたえ合う。 

２．かかれたものをよんでよいところを見つけてかんそうをいう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかれたものをよんでよいところをみつけてかん

そうをいうには？ 

・じぶんのかいたものとくらべて，友だちのよかったとこ

ろをみつけます。 

・よかったところはメモしておくといいでしょう。 

 

友だちのよかったところをいうときは，どこがよかっ

たかがしっかりわかるように，りゆうをいいましょ
う。 
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